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研究成果の概要（和文）：研究に使いやすいスピロプラズマを自然界から見つけ出すことを目的に様々なスピロプラズ
マの感染を探索し、ヒメハナカメムシの1種から見つかったスピロプラズマを液体培地ならびに固形培地で単独培養す
ることに成功し、増殖に関する性状を調査した。昆虫体内と培地での性状に興味深い違いが見つかり、さらなる調査が
必要となった。また、このスピロプラズマ系統を液体培地で大量培養し、プラスミドを抽出する実験を行ったところ、
プラスミド様のゲノムは確認されないことがわかった。一方、カオマダラクサカゲロウにオス殺しを起こすことで興味
深いスピロプラズマを培養することはできなかった。より詳細な培養条件の検討が必要である。

研究成果の概要（英文）：During the process of searching for suitable Spiroplasma strains for research 
from nature, I found a Spiroplasma strain from a predatory flower bug of the genus Orius. This 
Spiropalsma strains was found cultivable in liquid as well as solid artificial media. I found some 
interesting features of proliferation that differ according to the different culture conditions-i.e., 
within insects, in the liquid medium, and on the solid medium, which requires further research. Attempt 
to extract plasmid genome following mass culture failed, probably indicating that this Spiroplasma strain 
lacks plasmid. On the other hand, a male-killing Spiroplasma strain derived from a lacewing of the genus 
Mallada was not cultivable under the above conditions, reflecting the differences in the nutritional 
requirements and/or degree of intimacy with insects.

研究分野：共生微生物

キーワード： スピロプラズマ
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１．研究開始当初の背景 
様々な昆虫の体内（細胞内）には特殊な細
菌が共生しており、卵を通じて垂直伝播し、
宿主昆虫の生殖を驚くほど巧妙に操作して
いることが知られているが、今のところその
分子機構は全く不明である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、垂直伝播しないスピロプラズ
マ、垂直伝播するがオス殺しは引き起こさな
いスピロプラズマ、そして垂直伝播してオス
殺しを引き起こすスピロプラズマを研究材
料として用いることで、垂直伝播および宿主
生殖操作（オス殺し）に必須の遺伝子を同定
し、その分子機構を解明する。 
 
３．研究の方法 
研究に使いやすいスピロプラズマを自然
界から見つけ出し、スピロプラズマのどの遺
伝子が垂直伝播やオス殺しの原因となって
いるのかを明らかにする。また原因遺伝子産
物が昆虫のどの因子と相互作用して垂直伝
播・オス殺しを起こすのかを解明する。 
 
４．研究成果 
研究に使いやすいスピロプラズマを自然
界から見つけ出すことを目的に様々なスピ
ロプラズマの感染を探索し、ヒメハナカメム
シの 1 種（ナミヒメハナカメムシ；Orius 
sauteri）から見つかったスピロプラズマを
液体培地ならびに固形培地で単独培養する
ことに成功した（図１；図２）。 

図１：液体培地での培養 

図２：寒天培地での培養 
 

また増殖に関する性状を調査したところ、
大腸菌などとは異なり OD 値 0.3 以上には上
昇しないことがわかった（図３）。 

図３：液体培地における増殖（４反復の結果） 
 
また、寒天培地上におけるコロニー形成に
関して昆虫体内と培地での性状に興味深い
違いが見つかり、さらなる調査が必要となっ
た。 
また、このスピロプラズマ系統を液体培地
で大量培養し、プラスミドを抽出する実験を
行ったところ、プラスミド様のゲノムは確認
されないことがわかった。一方、カオマダラ
クサカゲロウ（Mallada desjardinsi）にオ
ス殺しを起こすことで興味深いスピロプラ
ズマを培養することはできなかった。昆虫培
養細胞を用いた培養法（Noda et al. 2002）
もうまくいかず、より詳細な培養条件の検討
が必要である。ちなみにこの昆虫培養細胞を
用いた培養法ではボルバキアやリケッチア
などの昆虫細胞内共生細菌の培養には適し
ていることがわかっている。 
さらに、両系統のスピロプラズマについて、
分子系統解析を行ったところ、ヒメハナカメ
ムシ由来のものはツルニチニチソウの病原
細菌として知られるスピロプラズマに、カオ
マダラクサカゲロウ由来のものは、トウモロ
コシ等の病原細菌として知られるスピロプ
ラズマにそれぞれ非常に近縁であることが
明らかとなった。 

 
図４：液体培地で増殖したスピロプラズマ
（DAPI 染色） 
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